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研究要旨： 

以下の項目のごとく、多角的かつ国際的な評価に耐えうるアプローチで病因病態解明を本格的に 

行い、多くの新知見を得た。また HP や国際刊行物（英文教科書、GL）で情報発信できた。 

1) 大規模かつ正確な疫学調査：日本人における NSAIDs 不耐症の有症率、危険因子（谷口）、大発作

入院における AIA 頻度（谷口）（AI 2013）、AIA における難治化しやすい臨床背景因子（CEA 2012 

Fukutomi サブ解析）（谷口） 

2) 臨床像の国際比較、負荷試験の検証と改良（磯谷） 

3) AIA の難治化機序と AIA フェノタイプ解析（谷口）(投稿中) 

4) AIA 診断方法の新規開発：静注負荷試験の有用性（谷口）と血液や尿検体での新規診断法開発

（CEA2012 Yamaguchi サブ解析などから）（谷口） 

5) AIA 患者の遺伝的背景（遺伝子多型の解析）（玉利） 

6) AERD 類似細胞モデル（PGE2、COX 低下）における細胞、動物モデル病態解析（成宮） 

7) CysLT 系 KO マウスを用いた病態解析（長瀬）、特に CysLT２受容体 KO マウスを用いた CysLTs

のアレルギー炎症病態における意義の解明 

8) AIA における炎症性細胞の関与、特異的血小板活性化や好塩基球の関与（谷口）（投稿中） 

9) AIA におけるエイコサノイド不均衡とヒト COX２誘導（喫煙）と AIA（谷口） 

10) 鼻茸病態からの検討：AIA 患者の鼻茸の網羅的蛋白解析と次世代シーケンサーを用いた Whole 

Transcriptome 解析（藤枝） 

11) 鼻茸病態からの検討：AIA 鼻茸難治化機序、各種サイトカイン、エイコサノイド、AhR の関与

（岡野） 

12) 鼻茸病態からの検討：好酸球性副鼻腔炎における呼気 NO と IgE の関与（春名） 

13) NSAIDs 不耐症皮膚型の病態解明、特に NSAIDs 蕁麻疹患者の凝固異常の解析［相原］ 

14) NSAIDs 不耐症、診断治療の手引きの作成と HP 上の公開（谷口、全体）と NSAIDs 不耐症に 

関する国際刊行物の発行（Springer 社）（世界 AIA 研究グループ、谷口） 

など、多くの国際的な高いレベルの新知見が得られ情報を発信した。 
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Ａ．研究目的 

以下の項目のごとく、多角的かつ国際的な評価

に耐えうるアプローチで病因病態解明を本格

的に行い、情報発信する。 

1) 大規模かつ正確な疫学調査：日本人におけ

るNSAIDs不耐症の有症率、危険因子（谷口）、

大発作入院における AIA 頻度（谷口）（AI 

2013）、AIA における難治化しやすい臨床背景

因子（CEA 2012 Fukutomi サブ解析）（谷口） 

2) 臨床像の国際比較、負荷試験の検証と改良

（磯谷） 

3) AIA の難治化機序と AIA フェノタイプ解析

（谷口）(投稿中) 

4) AIA 診断方法の新規開発：静注負荷試験の

有用性（谷口）と血液や尿検体での新規診断法

開発（CEA2012 Yamaguchi サブ解析など 

から）（谷口） 

5) AIA 患者の遺伝的背景（遺伝子多型の解析）

（玉利） 

6) AERD 類似細胞モデル（PGE2、COX 低下）

における細胞、動物モデル病態解析（成宮） 

7) CysLT 系 KO マウスを用いた病態解析（長

瀬）、特に CysLT２受容体 KO マウスを用いた

CysLTsのアレルギー炎症病態における意義の

解明 

8) AIA における炎症性細胞の関与、特異的血

小板活性化や好塩基球の関与（谷口）（投稿中） 

9) AIA におけるエイコサノイド不均衡とヒト

COX２誘導（喫煙）と AIA（谷口） 

鼻茸病態からの検討 

10) AIA 患者の鼻茸の網羅的蛋白解析と次世

代 シ ー ケ ン サ ー を 用 い た Whole 

Transcriptome 解析（藤枝） 

11) AIA 鼻茸難治化機序、各種サイトカイン、

エイコサノイド、AhR の関与（岡野） 

12) 好酸球性副鼻腔炎における呼気NOと IgE

の関与（春名） 

13) NSAIDs 不耐症皮膚型の病態解明、特に

NSAIDs 蕁麻疹患者の凝固異常の解析［相原］ 

14) NSAIDs 不耐症、診断治療の手引きの作成

と HP 上の公開（谷口、全体）と NSAIDs 不

耐症に関する国際刊行物の発行（Springer 社）

（世界 AIA 研究グループ、谷口） 

 

 

Ｂ．研究方法 

別紙 図参照のこと。 

 

（倫理面への配慮） 

「Ⅱ. 分担研究報告書」参照のこと。 

 

 

Ｃ．研究結果 

別紙 図と「Ⅱ. 分担研究報告書」参照のこと。 

 

 

Ｄ．考察 

1) 大規模かつ正確な疫学調査： 

①日本人成人数万人における NSAIDs 過敏症

（いわゆる NSAIDs アレルギー）の全国実態

調査とそのリスクファクター解明：NSAIDs

過敏症は 2－3%。NSAIDs 過敏症における有

意なリスクファクターは、食物アレルギー、喘

息、慢性蕁麻疹、鼻茸などのアレルギー疾患合

併だけでなく、最近の体重増加（６ｋｇ以上）

が有意な因子。 

②大発作入院における AIA 頻度（AI 2013）：

国立病院機構相模原病院に大発作で入院した

患者 204 中、AIA は 35－64 歳で 29%、65 歳

以上で 21％であった。しかし大発作全体にお

ける NSAID が誘因となったケースは 2%であ

り、比較的少なかったが、全国前向き調査では

９であった。 

③AIA における難治化しやすい臨床背景因子

（CEA 2012）：欧州、北米との国際比較で AIA

が重要な成人喘息の共通した難治化因子と判

明した。 

2) 臨床像の国際比較、負荷試験の検証と改

良：AIA の臨床像が欧米と同様であることが

判明した。吸入負荷試験では偽陰性が 30%以
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上存在し、また内服試験の診断基準は多彩な誘

発症状ゆえにスコア化することがより客観的

かつ正確な判定になると考えられた。 

3) AIA の難治化機序と AIA フェノタイプ解

析：好酸球性炎症（末梢血好酸球数、呼気 NO）、

U－LTE4 安定期、マスト細胞炎症（9α,11β－

PGF2）が難治例で有意に亢進（増加）してい

た。特に U－LTE4 が強い因子であった。ペリ

オスチンは AIA で非 AIA に比し有意に高値で

あった。これらを標的とした難治化機序解明や

治療が今後は重要である。また AIA は 3 病型

のフェノタイプに分けることが可能であり、こ

の分類は AIA での個別化医療に役立つと思わ

れる。 

4) AIA 診断方法の新規開発：静注負荷試験の

有用性と血液や尿検体での新規診断法開発：静

注試験は安全、簡便、高感度や確実性（気道外

症状の同定など）ですべての負荷試験の中で最

も優れていた。血液や尿検体での AIA 診断法

開発：U－LTE4 単独、尿中 LTE4/LXs、血小

板活性化指標（末梢血）の 3 者では、尿中

LTE4/LXs が最も特異度、感度ともに優れてい

た。簡単に採取でき保存可能な検体による AIA

診 断 方 法 は 将 来 の 発 展 が 期 待 さ れ る

（CEA2012 Yamaguchi）。 

5) AIA 患者の遺伝的背景（遺伝子多型の解

析）：ゲノムワイド水準（P＜5x10-８）を満た

す SNP はなかったが、HLA 領域（P = 

4.8x10-6）、2ｑ21（P = 1.9x10-5）の 2 つの領

域で強い関連を認めた。空中環境真菌であるア

ルテルナリアは好酸球性副鼻腔炎への関与が

示唆されている。マイクロアレイにより気道上

皮細胞において、アルテルナリア刺激により

IL-8, CXCL3, EDN1の発現が 1.9〜2.5倍増加

することが明らかとなった。 

6) AERD 類似細胞モデル（PGE2、COX 低下）

における細胞、動物モデル病態解析（成宮）：

PGE2-EP2/EP4-cAMP 経 路 が 転 写 因 子

CREB/CRTC2 を介して IL-12 や IL-23 の受容

体を遺伝子レベルで誘導し、これらのサイトカ

インの作用を増強していることが明らかにな

った。このことはこれまで独立に働くとされて

いたサイトカインとプロスタグランジンが密

接にクロストークしていることを示したもの

である。これまで、アレルギー喘息はヘルパー

T 細胞 (CD4+ T 細胞)のうち Th2 サブセット

により分泌されるサイトカイン（IL-4 など）

により誘発される Th2 反応に依存した病態で

あること、Th1 細胞と Th2 細胞は相互に抑制

しあうことが知られている。本研究の結果から、

アスピリンによる PGE2 の低下は、Th1 分化

誘導促進の抑制を起こし、その結果、Th2 分

化誘導が促進されて喘息の病態形成に関与し

ている可能性が示唆された。 

7) CysLT 系 KO マウスを用いた病態解析（長

瀬）、特に CysLT２受容体 KO マウスを用いた

CysLTsのアレルギー炎症病態における意義の

解明：発生工学的手法により CysLT2-R ノッ

クアウトマウスが作成された。CysLT2-R ノッ

クアウトマウスでは胎生致死が認められず、ホ

モ接合体の生存個体が得られた。また、外表所

見上の著明な異常は認められず、発育・成長・

生殖も正常と考えられた。また、アレルギー性

気管支喘息モデルを用いた解析により、LTB4

受容体と cysteinyl LT 受容体は、異なる生理

活性を示すことが示唆された。 

8) AIA における炎症性細胞の関与、特異的血

小板活性化や好塩基球の関与：安定期のアスピ

リン喘息には血小板活性化が強く特異的に関

与しており、特に血小板と顆粒球、好酸球との

細胞間作用により CysLT などのメディエータ

ー過剰産生や強い炎症病態に関与していると

推定された。しかし好塩基球の関与はなく、マ

スト細胞はアスピリン誘発時に強く活性化す

ることが初めて明らかとなった。 

9) AIA におけるエイコサノイド不均衡とヒト

COX２誘導（喫煙）と AIA 鼻茸病態からの検

討：AIA の基本重要病態として CysLT 過剰産

生と抗炎症性メディエーター産生低下を見出

した。またエイコサノイド不均衡が必須病態で
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あることも確認した。これらの特徴的な病態に

シクロオキシゲナーゼ、特に COX2 の低下が

関与していると推定した。また自然界の COX2

誘導因子である喫煙が AIA 発症を抑制してい

る可能性を発見した。これらはすべて新知見で

あり、AIA 病態の世界的な解明に寄与すると

確信する。 

10) AIA 患者の鼻茸の網羅的蛋白解析と次世

代 シ ー ケ ン サ ー を 用 い た Whole 

Transcriptome 解析（藤枝）：AIA 鼻茸におい

て L-plastin の発現がアスピリン耐性喘息

（ATA）鼻茸に比べ増加し、その発現は主に好

酸球であることを見出した。機能としては好酸

球の遊走に関与していることが判明した。これ

までのアスピリン負荷試験などリスクを伴う

診断法以外の方法として、L-plastin が有用で

ある可能性が示唆された。 

一 方 で 鼻 茸 中 の Whole transcriptome 

(RNA-seq)を、次世代シーケンサー(NGS)を用

いて解析し、新規トランスクリプトを同定した。

その結果、アスピリン喘息を合併する好酸球性

副鼻腔炎群において特異的に発現量が多く、か

つ有意差のあった遺伝子が 112 個同定された。

NGS によって、好酸球性副鼻腔炎に関与する

遺伝子を検索することができた。 

11) AIA 鼻茸難治化機序、各種サイトカイン、

エイコサノイド、AhR の関与（岡野）：①TLR

を介する微生物曝露による病態の増悪メカニ

ズムにおける NSAIDs の関与について鼻茸細

胞を用いて解析した。その結果、NSAIDs を添

加した場合には、鼻茸細胞は TLR4 リガンド

であるリポ多糖（LPS）の刺激に対して有意な

IL-5 および IL-13 の産生を示した。この産生

は PGE2 の添加により有意に抑制された。以

上より、TLR を介した微生物曝露による

NSAIDs 過敏気道疾患の増悪メカニズムのひ

とつに、NSAIDs による COX 阻害に伴う内因

性 PGE2 の合成阻害が関与する可能性が示唆

された。②鼻茸粘膜における IL-22 の発現と、

鼻茸細胞による IL-22 産生の NSAIDs による

調節作用について検討した。その結果、IL-22

の発現は NSAIDs 過敏の有無で差を認めなか

ったが、エンテロトキシン刺激に対して誘導さ

れる鼻茸細胞からの IL-22 産生は NSAIDs 添

加により有意に抑制されたことから、NSAIDs

過敏の発現メカニズムのひとつとして IL-22

の産生抑制作用がある可能性が考えられた。③

鼻副鼻腔粘膜における芳香族炭化水素受容体

（Aryl hydrocarbon receptor: AhR）の発現を

観察し、NSAIDs 過敏の有無による AhR 発現

の差異について、免疫染色およびリアルタイム

PCR にて検討した。その結果、NSAIDs 過敏

喘息患者由来鼻茸では NSAIDs 耐性喘息患者

由来鼻茸と比較して AhR mRNA 発現量が有

意に低下していた。NSAIDs 過敏の発現メカニ

ズムのひとつとして AhR の発現抑制に伴う過

剰な免疫応答の惹起が関与する可能性が考え

られた。 

12) 好酸球性副鼻腔炎における呼気NOと IgE

の関与（春名）：好酸球性副鼻腔炎の術前およ

び術後の病態評価のために、呼気鼻 NO 測定

を検討した。術前においては、鼻ポリープによ

る鼻腔閉鎖のため、重症度との相関はなかった。

術後、各副鼻腔が開放された状態では、好酸球

数と相関が認められ、上気道の評価に使用でき

る可能性が示された。 

 また、好酸球性副鼻腔炎での経口ステロイド

薬以外の治療法を探索するために、喘息におい

て有効性が指摘されている抗 IgE 療法の有効

性について検討した。副鼻腔粘膜にも多数の

IgE の存在が指摘され、抗 IgE 療法の有効性

の可能性が想定された。 

13) NSAIDs 不耐症皮膚型の病態解明、特に

N S A I D s 蕁麻疹患者の凝固異常の解析 

［相原］：NSAIDs 不耐症に合併する慢性蕁麻

疹および急性蕁麻疹の病態には凝固線溶系の

異常が関与している可能性が示唆された。これ

らの患者においては抗ヒスタミン薬に加えて

凝固系に影響を及ぼす薬剤の併用効果が期待

される。 
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14) NSAIDs 不耐症、診断治療の手引きの作成

と HP 上の公開（谷口、全体）と NSAIDs 不

耐症に関する国際刊行物の発行（Springer 社）

（世界 AIA 研究グループ）：①初めての

NSAIDs 不耐症に関する国際 GL（教科書）を

責任編集者として刊行予定している。②

NSAIDs 不耐症に関する最も詳細かつ正確な

情報公開を HP 上で行っている。これらは、多

くの医療現場や患者QOL向上に寄与している

と確信する。 

 

 

Ｅ．結論 

多くの国際的な高いレベルの新知見が得ら

れ、情報を発信した。これらの成果はNSAIDs

不耐症の機序や病態解明に貢献すると確信 

する。また専門医から患者まで広く正確なHP

情報公開ができ、世界初の国際AIAガイドライ

ンに関する英文書物の発行までこぎつけた 

ことは大きな成果と考える。 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

＜国内＞ 

主なもの 

1) 谷口正実：アスピリン喘息. 今日の診療サ

ポート 第 2 版. エルゼビア（東京）, 2013. （印

刷中） 

 

2) 谷口正実：アスピリン喘息. 南山堂医学大
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T.Simultaneous stimulation with 

TGF-β1-and TNF-αinduces epithelial 

mesenchymal transition in bronchial 

epithelial cells. 

Int Arch Allergy Imminol 2011; 155: 

119-128. 

 

36) Yoshimura K, Kawata R, Haruna S, 

Moriyama H, Hirakawa K, Fujieda S, 

Masuyama K, Takenaka H. : Clinical 

Epidemiological Study of 553 Patients with 

Chronic Rhinosinusitis in Japan. Allergol 

Int. 2011 Dec;60(4):491-6. Epub 2011 Jul 25. 

 

37) Higashino M, Takabayashi T, Takahashi 

N, Okamoto M, Narita N, Kojima A, Hyo S, 

Kawata R, Takenaka H, Fujieda S. : 

Interleukin-19 Downregulates 

Interleukin-4-Induced Eotaxin Production 

in Human Nasal Fibroblasts. Allergol Int. 

2011 Dec;60(4):449-57. Epub 2011 May 25. 

 

 

２．学会発表 

＜国内＞ 

主なもの 

1) 谷口正実: 教育講演 3 NSAIDs 不耐症の病

態、どこまで解明されたか. 第 44 回日本職

業・環境アレルギー学会総会・学術大会, 神奈

川県, 2013. 

 

2) 谷口正実, 福冨友馬, 粒来崇博, 関谷潔史, 

谷本英則, 三井千尋, 森 晶夫, 長谷川眞紀: 

イブニングシンポジウム 1 重症喘息の病態と

治療戦略：抗 IgE 抗体療法 Update ES1-1 重

症喘息の背景因子と抗 IgE 療法. 第 25 回日本

アレルギー学会春季臨床大会 , 神奈川県 , 

2013. 

 

3) 谷口正実: S21-4 好酸球性副鼻腔炎と気管

支喘息，エイコサノイド不均衡の観点から. 第

63 回日本アレルギー学会秋季学術大会, 東京

都, 2013. 

 

4) 三井千尋, 谷口正実, 林 浩昭, 伊藤 潤, 梶

原景一, 渡井健太郎, 福原正憲, 南 崇史, 谷

本英則, 福冨友馬, 関谷潔史, 粒来崇博, 三田

晴久, 森 晶夫, 長谷川眞紀, 秋山一男: MS9-2 

アスピリン喘息診断における sCD40L, 
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sCD62P の有用性の検討. 第 63 回日本アレル

ギー学会秋季学術大会, 東京都, 2013. 

 

5) 関谷潔史, 谷口正実, 渡井健太郎, 三井千

尋, 南崇史, 林浩昭, 谷本英則, 伊藤潤, 押方

智也子, 釣木澤尚実, 福冨友馬, 大友守, 前田

裕二, 粒来崇博, 森晶夫, 長谷川眞紀, 秋山一

男: PP609 喘息大発作症例の臨床的検討(年齢

階級別の検討). 第 53回日本呼吸器学会学術講

演会, 東京都, 2013. 

 

6) 林浩昭, 谷口正実, 三井千尋, 福冨友馬, 渡

井健太郎, 南崇史, 谷本英則, 押方智也子, 伊

藤潤, 関谷潔史, 粒来崇博, 釣木澤尚実, 大友

守, 前田裕二, 森晶夫, 長谷川眞紀, 秋山 一

男. P-080 Aspirin Intolerance Asthma(AIA)

と喫煙歴は関連するか. 第 25 回日本アレルギ

ー学会春季臨床大会, 神奈川県, 2013. 

 

7) 柴田夕夏, 福冨友馬, 三井千尋, 谷口正実, 

秋山一男: P/O-301 日本における薬剤アレル

ギーおよびアナフィラキシーの有病率および

リスクファクター. 第 25 回日本アレルギー学

会春季臨床大会, 神奈川県, 2013. 

 

8) 春名眞一. 中山元次.好酸球性副鼻腔炎の術

後経過 . 第５２回日本鼻科学会 . 福井、

2013,September. 

 

9) 磯谷澄都, 峯澤智之, 山口哲平, 岡村拓哉, 

三重野ゆうき, 星野多美, 林 正道, 中西 亨, 

岡澤光芝, 今泉和良. 当院における気管支喘息

患者に対する NSAIDs 負荷試験（吸入・内服）

試験の検討 .  第 53 回日本呼吸器学会学術 

講演会. 

 

10) 谷口正実: 特別講演 2 好酸球性副鼻腔炎

と気管支喘息－アラキドン酸代謝物研究の新

しい展開－. 第 30 回日本耳鼻咽喉科免疫アレ

ルギー学会総会・学術講演会,滋賀県, 2012. 

11) 谷口正実, 東憲孝, 小野恵美子, 三井千尋, 

福冨友馬, 関谷潔史, 谷本英則, 梶原景一, 河

岸由紀男, 美濃口健治, 石井豊太, 山口裕礼, 

森晶夫, 三田晴久, 秋山一男: 教育講演 アス

ピリン喘息の最新情報と治療 EL11-1 アスピ

リン喘息の最新情報. 第 24 回日本アレルギー

学会春季臨床大会, 大阪府, 2012. 

 

12) 谷口正実, 三井千尋, 東憲孝, 小野恵美子, 

梶原景一, 高橋健太郎, 福冨友馬, 谷本英則, 

関谷潔史, 粒来崇博, 美濃口健治, 石井豊太, 

森晶夫, 三田晴久, 秋山一男: 好酸球増多症候

群とその周辺疾患 S4-1 好酸球増多症候群と

その周辺疾患. 第 24 回日本アレルギー学会春

季臨床大会, 大阪府, 2012. 

 

13) 東 憲孝, 三田晴久, 山口裕礼, 石井豊太, 

梶原景一, 谷口正実, 秋山一男: MS3-9 好酸

球性副鼻腔炎におけるサイトカインおよび

lndoleamine-2,3-dioxygenase(IDO)活性の検

討. 第 62 回日本アレルギー学会秋季学術大会, 

大阪府, 2012. 

 

14) 関谷潔史, 谷口正実, 渡井健太郎, 三井千

尋, 南 崇史, 林 浩昭, 谷本英則, 福冨友馬, 

伊藤 潤, 押方智也子, 釣木澤尚実, 大友 守, 

前田裕二, 粒来崇博, 森 晶夫, 長谷川眞紀, 

秋山一男: MS6-3 喘息大発作症例の臨床的検

討(年齢階級別の検討). 第 62 回日本アレルギ

ー学会秋季学術大会, 大阪府, 2012. 

 

15) 三井千尋, 小野恵美子, 谷口正実, 梶原景

一, 東憲孝, 福冨友馬, 谷本英則, 押方智也子, 

関谷潔史, 粒来崇博, 釣木澤尚実, 美濃口健治, 

大友守, 前田裕二, 森晶夫, 三田晴久, 長谷川

眞紀, 秋山一男: P245 NSAIDs 過敏喘息にお

ける好塩基球活性化マーカーCD 203 c に関す

る検討. 第 52 回日本呼吸器学会学術講演会, 

兵庫県, 2012. 
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16) 谷口正実, 東憲孝, 三井千尋, 小野恵美子, 

福冨友馬, 梶原景一, 山口裕礼, 三田晴久, 秋

山一男: P11-3 NSAIDs 過敏喘息（アスピリン

喘息、AIA）とエイコサノイド不均等. 第 33

回日本炎症・再生医学会, 福岡県, 2012. 

 

17) 三井千尋, 谷口正実, 東 憲孝, 小野恵美

子, 梶原景一, 谷本英則, 福冨友馬, 押方智也

子, 関谷潔史, 粒来崇博, 釣木澤尚実, 大友 

守, 前田裕二, 森 晶夫, 三田晴久, 長谷川眞

紀, 秋山一男: P16-1 NSAIDs 過敏喘息におけ

る難治化因子の検討. 第 33 回日本炎症・再生

医学会, 福岡県, 2012. 

 

18) 福冨友馬, 谷口正実, 粒来崇博, 谷本英則, 

押方智也子, 小野恵美子, 関谷潔史, 東 憲孝, 

森 晶夫, 長谷川眞紀, 秋山一男: P3-53-7 成人

喘息の難治化因子：非アトピー型女性喘息にお

ける肥満とアスピリン不耐症. 第 66 回国立病

院総合医学会, 兵庫県, 2012. 

 

19) 関谷潔史, 谷口正実, 福冨友馬, 渡井健太

郎, 南 崇史, 林 浩昭, 谷本英則, 伊藤 潤, 押

方智也子, 釣木澤尚実, 粒来崇博, 森 晶夫, 

長谷川眞紀, 秋山一男: P3-53-8 喘息大発作症

例における臨床背景の検討（若年成人における

13 年間の経年的変化）. 第 66 回国立病院総合

医学会, 兵庫県, 2012. 

 

20) 松倉節子, 相原道子, 池澤善郎：シンポジ

ウム 3 食物アレルギーup to date 食物アレ

ルギー：経皮感作と NSAIDs の影響について. 

第 42 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会

総会学術大会, 軽井沢, 2012. 

 

21) 谷口正実: 基調講演 2 成人喘息からみた

One Airway, One Disease、特に好酸球性鼻副

鼻腔炎と喘息について. 第 23 回日本アレルギ

ー学会春季臨床大会, 千葉県, 2011. 

 

22) 谷口正実: JP1-4 「日本耳鼻咽喉科学会と

共同企画」成人喘息からみた One Airway, One 

Disease、特に好酸球性鼻副鼻腔炎と喘息につ

いて. 第 51 回日本呼吸器学会学術講演会, 東

京都, 2011. 

 

23) 谷口正実, 福冨友馬, 秋山一男: 最新の喘

息治療と今後の展望 EVS1-2 日本人成人喘息

における最新の疫学. 第 61 回日本アレルギー

学会秋季学術大会, 東京都, 2011. 

 

24) 谷口正実, 福冨友馬, 関谷潔史, 谷本英則, 

三井千尋, 粒来崇博, 美濃口健治, 秋山一男: 

重症喘息に対する抗 IgE 抗体治療 EVS6-1 重

症喘息の背景因子. 第 61 回日本アレルギー学

会秋季学術大会, 東京都, 2011. 

 

25) 東憲孝, 山口裕礼, 山口知子, 石井豊太, 

梶原景一 , 三田晴久 , 谷口正実 , 秋山一男 : 

PP208 アスピリン喘息(AIA)の鼻茸・副鼻腔組

織におけるアラキドン酸(AA)代謝産物の検討.

第 51 回日本呼吸器学会学術講演会, 東京都, 

2011. 

 

26) 三井千尋, 谷口正実, 東憲孝, 小野恵美子, 

梶原景一, 福冨友馬, 粒来崇博, 関谷潔史, 谷

本英則, 石井豊太, 森晶夫, 三田晴久, 長谷川

眞紀, 秋山一男: PP211 NSAIDs 過敏喘息の難

治化と CysLTs 過剰産生. 第 51 回日本呼吸器

学会学術講演会, 東京都, 2011. 

 

＜海外＞ 

主なもの 

1) Taniguchi M: Morning session Mast cell 

activation in aspirin-intolerant asthma. 

EICOSANOIDS, ASPIRIN AND ASTHMA 

2013, Cracow/Kraków, Poland, 2013. 

 

2) Taniguchi M, Mitsui C, Higashi N, Ono E, 

Ishii T, Fukutomi Y, Akiyama K.: 
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Epidemiology of eosinophilic otitis media 

with asthma and eosinophilic nasal 

polyposis in Japan. EAACI SERIN 2013 

(Symposium on Experimental Rhinology 

and Immunology of the Nose), Leuven, 

Belgium, 2013. 

 

3) Hayashi H, Taniguchi M, Mitsui C, 

Fukutomi Y, Watai K, Minami T, Tanimoto 

H, Oshikata C, Ito J, Sekiya K, Tsuburai T, 

Tsurikisawa N, Otomo M, Maeda Y, Mori A, 

Hasegawa M, Akiyama K.: 1247 

Aspirin-intolerance and smoking history in 

Japanese patients with adult asthma. 

EAACI-WAO World Allergy & Asthma 

Congress 2013, Milan, Italy, 2013. 

 

4) Sekiya K, Taniguchi M, Fukutomi Y, 

Mistui C, Tanimoto H, Takahashi K, 

Oshikata C, Tsuburai T, Tsurikisawa N, 

Hasegawa M, Akiyama K.: P3-4 Age-specific 

background in inpatients with severe 

asthma exacerbation. The 23th Congress of 

Interasthma Japan/North Asia, Tokyo, 

Japan, 2013. 

 

5) Fukutomi Y, Taniguchi M, Akiyama K: 

Symposium Lifestyle and Asthma Obesity 

and asthma. 22th Congress of Interasthma 

Japan/North Asia, Fukuoka, Japan. 2012.  

 

6) Taniguchi M: Panel Discussion 11 

Eosinophilic otitis media. The 9th 

International Conference on Cholesteatoma 

and Ear Surgery, Nagasaki, Japan, 2012.  

 

7) Taniguchi M: “Mast cell and asthma”. 

EICOSANOIDS, ASPIRIN AND ASTHMA 

2012, Cracow/Kraków, Poland, 2012 

 

8) Taniguchi M: Symposium opening in 

memoriam of Andrew Szczeklik. 

EICOSANOIDS, ASPIRIN AND ASTHMA 

2012, Cracow/Kraków, Poland, 2012.  

 

9) Sekiya K, Taniguchi M, Fukutomi Y, 

Watai K, Mistui C, Minami T, Hayashi H, 

Tanimoto H, Oshikata C, Tsurikisawa N, 

Tsuburai T, Hasegawa M, Mori A, Akiyama 

K: Changes in characteristics of severe 

asthma exacerbation in young adult 

inpatients. The 22th Congress of 

Interasthma Japan/North Asia, Fukuoka, 

Japan, 2012.  

 

10) Sekiya K, Taniguchi M, Tanimoto H, 

Akiyama K: Age-specific background of 

inpatients with severe asthma exacerbation. 

XXI World Congress of Asthma, Quebec city, 

Canada, 2012 

 

11) Sekiya K, Taniguchi M, Fukutomi Y, 

Mistui C, Tanimoto H, Oshikata C, Tsuburai 

T,  Tsurikisawa N, Hasegawa M, Akiyama 

K: Age-specific background in inpatients 

with severe asthma exacerbation. The 21th 

Congress of INTERASMA Japan/North Asia, 

Gifu, Japan, 2011. 

 

12) Mitsui C, Taniguchi M, Higashi N, Ono 

E, Kajiwara K, Fukutomi Y, Tanimoto H, 

Takahashi K, Oshikata C, Sekiya K, 

Tsuburai T, Tsurikisawa N, Minoguch K, 

Ishii T, Mori A, Mita H, Hasegawa M, 

Akiyama K: Poster Relationship between 

aeroallergen sensitization and asthma 

severity in patients with aspirin- 

exacerbated respiratory disease. XXII World 

Allergy Congress 2011, Cancun, Mexico, 

2011. 
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13) Sekiya K, Taniguchi M, Tanimoto H, 

Akiyama K: Age-specific background in 

inpatients with severe asthma exacerbation. 

European Respiratory Society Annual 

Congress Amsterdam 2011, Amsterdam, 

Netherland, 2011. 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

１．特許取得  

1) 一塩基多型に基づくアトピー性皮膚炎の 

検査方法（アトピー性皮膚炎の罹患リスク検査

方法）2013.8.31 

玉利真由美、広田朝光、久保充明 理化学研究

所 特願 2012-192247 

 

2) 特願 2013-189897 

「インターロイキン 10 産生促進剤」 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
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別紙 

   
図：研究成果（◎は遂行し公表まで完成、○は完成、△進行中） 

 

○CysLT2、LTB4 受容
体 KO モデルを用いた 
機序解析（東大 長瀬） 

○AIA 類似細胞モデル
での機序解析 
（京大 成宮） 

エ ビ デ ン ス に 基 づ い た
A E R D ガ イ ド ラ イ ン の 
作 成 と 普 及 

 

AERD（アスピリン喘息）の
病 因 ・ 発 症 機 序 解 明 

◎ 炎 症 細 胞 と 脂 質 
メディエーターからの 
病態解明 
◎特異的血小板活性化
の 発 見 （ 谷 口 ） 

◎全 身と 鼻茸 組 織 に 
おけるエイコサノイド
不 均 衡 の 機 序 
解明（谷口、岡野ら） 
LXs 低下の発見（谷口） 

○NSAID 不耐皮疹の 
臨床像とその病態解明 
（相原） 

○AIA鼻茸の特異的蛋白
の発見と機能解析 
（藤枝、春名） 
○鼻茸機序（岡野、春名）、
ウイルス同定（谷口） 

◎AIA の臨床像、全国 
頻度、危険因子、大発作
入院における位置づけ、
難治化因子の解明 
（谷口、磯谷） 

○ 日 本 人 に お け る
A I A 遺 伝 子 多 型 
および国際日韓共同研
究（玉利ら） 

◎ホームページでの 
情報発信 

◎NSAIDs 不耐症の 
新 規 負 荷 試 験 方 法 の 
確 立 （ 谷 口 、 磯 谷 ） 

○血液・尿による新
規 診 断 方 法 の 開 発 
（谷口） 

△米国 Springer 社から
NSAIDs 不耐症に関する 
教科書、手引きを出版 

・喘息難治化抑制 

・機序解明による新規治療法 

・喘息死や医療事故の減少 

・医療経済的効果  
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三 井 千 尋 国立病院機構相模原病院臨床研究センター病態総合研究部 研究員 
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出 原 賢 治 佐賀医科大学医学部生化学講座 教授 

IAA 研究会 大発作調査研究班 
代表 札幌医大呼吸器内科（現 医大前内科） 田中裕二 
副代表 国立病院機構相模原病院 谷口正実 その他、全 16 施設 

石 井  聡 秋田大学大学院医学系研究科 教授 

広 田 朝 光 理化学研究所 統合生命医科学研究センター 呼吸器・アレルギー疾患研究チーム 
研究員 

徳 永 貴 広 福井大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学 医員 

鈴 木  弟 福井大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学 医員 

田 中 幸 枝 福井大学医学部分子生命化学 助教 

高 林 哲 司 福井大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学 助教 

月 舘 利 治 獨協医科大学耳鼻咽喉•頭頸部外科 講師 

吉 村  剛 獨協医科大学越谷病院耳鼻咽喉科 講師 

中 山 次 久 獨協医大耳鼻咽喉・頭頸部外科 講師 

松 倉 節 子 横浜市立大学附属市民総合医療センター 講師 

小 森 絢 子 横浜市立大学医学部皮膚科 診療医 

春 名 威 範 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科耳鼻咽喉･頭頸部外科学 医員 

野 山 和 廉 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科耳鼻咽喉･頭頸部外科学 医員 

今 泉 和 良 藤田保健衛生大学医学部 呼吸器内科学 I 主任教授 

林  正 道 藤田保健衛生大学医学部 呼吸器内科学 I 講師 

岡 村 拓 哉 藤田保健衛生大学医学部 呼吸器内科学 I 助教 

峯 澤 智 之 藤田保健衛生大学医学部 呼吸器内科学 I 助教 

丹 羽 義 和 藤田保健衛生大学医学部 呼吸器内科学 I 助手 
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